
 

吉井中学校通信 
～高い志を持ち、心豊かでたくましい生徒の育成～ 

２学期が始まりました！ 
３７日間の夏休みが終わり、昨日８月２５日（月）に始業式を行い、子ども

たちは２学期を迎えました。連日の猛暑で厳しい夏でしたが、夏休み中は特に

大きな事故やトラブルもなく、子どもたちの元気な姿を始業式で見ることが

できました。始業式の中では最初に子どもたちにこのことを伝え、これが一番

うれしいことだと話しました。長い夏休みの期間に子どもたちは様々な経験

をしたと思いますが、健康で安全な夏休みを送り、こうして学校に来ることが

できていることが何よりも一番ありがたいことだと思っています。 
さて、その２学期ですが、多くの学校行事等が行われます。全校生徒で取り組む文化祭（１０月１０日）、１年生

のふれあい学級（９月１０日）や２年生の職場体験学習（９月１０日・１１日）、３年生は三者面談（１２月８日～１

６日）があり受験校を決定します。生徒会の役員改選や、１・２年生は中体連の新人大会もあります。子どもたちに

とって多くの活躍する場があります。これも始業式の中で子どもたちに話しましたが、まずは自分自身が一つ一つの

取組に一生懸命になり、そして一生懸命になっている自分や周りをしっかり応援してほしいと伝えました。そうする

ことで吉井中学校が一つになり、学校や子どもたちが成長していくと考えています。学校の中で行う取組が、子ども

たちの成長につながるように、私たち職員も精一杯指導や応援をしていきます。保護者の皆様も学校に来ていただく

機会や応援していただく場面が多々あると思います。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

筑後地区吹奏楽コンクール銀賞！ 福岡吹奏楽コンクール３年連続出場！ 
夏休みは中体連の大会が行われ、運動部の子どもたちはよくがんばりました。しかし、がんばっているのは運動部

だけではありません。７月３１日（木）に久留米シティプラザで第２５回筑後地区中学生吹奏楽コンクールが行われ、

本校吹奏楽部も出場し、日頃の練習の成果を発表してきました。このコンクールは、第７０回福岡吹奏楽コンクール

の予選を兼ねており、上位入賞校はその出場権を得ることができます。吹奏楽部は緊張のステージであったと思いま

すが、実力をしっかりと発揮して見事銀賞を獲得し福岡吹奏楽コンクールの出場も決めました。また、本校吹奏楽部

の福岡吹奏楽コンクール出場は３年連続となりました。福岡吹奏楽コンクールは８月４日（月）に福岡サンパレスで

行われました。結果は銅賞でしたが、素晴らしい会場で力一杯の演奏を披露できたことは、子どもたちにとって夏の

よき思い出となったはずです。吹奏楽部の活躍に拍手です。 

九州中学校テニス競技大会出場！ 
 前号の吉井中学校通信でお知らせしておりました８月３日（日）～６日（水）に佐賀

県ＳＡＧＡサンライズパークテニスフィールドで行われた九州中学校テニス競技大会

で、３年２組の古賀伶くんががんばってきました。九州各県のベスト４の選手が出場

し、負ければ終わりのトーナメントで全国大会出場を懸けて試合をしました。古賀くん

は強豪ぞろいの中、一日目の１回戦・２回戦を順当に勝ち上がり二日目まで残りまし

た。惜しくも準々決勝で敗れ全国大会出場は逃しましたが、九州大会ベスト８の好成績

でした。本人は少し悔しさもあると思いますが、大健闘の結果だと思っています。 

中体連新人水泳競技大会 
 ３年生を中心にがんばった中体連の総合体育大会はほとんどの競技が終わりました

が、すでに１・２年生の中体連新人大会が始まっています。８月７日（木）に吉井中学

校プールでうきは市・小郡市三井郡中学校新人水泳競技選考会、８月２１日（木）に

筑後広域公園プールで筑後地区中学校新人水泳競技大会が行われ、水泳部はすでに地

区大会まで終えています。地区大会には２年３組の副島爽叶くん（１００㍍平泳ぎ）

と辻柊真くん（１００㍍背泳ぎ・２００㍍背泳ぎ）、１年２組の江﨑光翔くん（２００

㍍個人メドレー）が出場し健闘しました。また、辻くんは出場した２種目で福岡県大

会出場も決めています。福岡県中学校新人水泳競技大会は９月６日（土）に福岡県立総合プールで行われます。他の

運動部もこれからブロック新人大会を迎えます。水泳部に続き、地区・県大会を目指してがんばってもらいたいです。 
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